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会 議 録 

 

１ 会議名 

平成３０年度第１回中郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（１）報告（公開） 

    平成３０年度中郷区の主な事業について 

（２）協議（公開） 

自主審議事項について 

（３）その他（公開） 

３ 開催日時 

平成３０年４月２６日（木）午後６時００分から午後６時５５分まで 

４ 開催場所 

中郷区総合事務所 第４会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委   員：荒川清尊、岡田雅範、岡田龍一、坂田浪平、髙橋京子、髙橋達也、 

竹内昭彦、竹内靖彦、水嶋敏昭、陸川昇一 

・事 務 局：中郷区総合事務所 木村雄二所長、小嶋淳一次長、城戸俊夫市民生活・ 

福祉グループ、教育・文化グループ長 

総務・地域振興グループ 丸山良彦班長、藤井寿季主事 

・総合事務所：総務・地域振興グループ 加藤岸子班長、丸山信彦班長、 

市民生活・福祉グループ 横尾進班長、南雲夕起子保健師長、 

教育・文化グループ 吉原俊美班長 

以下、総務・地域振興グループは総務Ｇ、市民生活・福祉グループは

市民Ｇ、教育・文化グループは教育Ｇ、グループ長はＧ長と表記 
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８ 発言の内容（要旨） 

【総務Ｇ丸山(良)班長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以

上の出席を確認、会議の成立を報告。 

【高橋会長】 

  ・挨拶 

【木村所長】 

  ・挨拶（引き続き、事務局並びに総合事務所各班長が自己紹介） 

【高橋会長】 

・会議録確認：「坂田浪平」委員と「高橋京子」委員に依頼。 

   始めに、報告事項（１）の「平成 30 年度中郷区の主な事業について」事務局の説明

を求める。 

【小嶋次長】 

  ・資料№1に基づき説明 

【高橋会長】 

 今ほどの説明について質問・意見等を求める。 

【坂田委員】 

  2 点お聞きしたい。1 点目は、項目の 11 番「農業用施設等維持管理費（多面的機能

支払補助金ほか）」についてである。多面的機能支払補助金は今年が最終年度となるが、

今後も制度が継続される見込みはあるのか。2 点目は項目の 13 番「観光施設等整備事

業」についてである。事業内容として、稲荷山観光看板の撤去とあるが、その後新た

な看板の設置等は行わないのか。 

【木村所長】 

  1 点目の多面的機能支払補助金については、あくまで国が実施している補助制度で

あることから、確実に今後も引き続き実施されるとは、現段階において申し上げられ

ないところである。ただ、これまでの経緯をみると、今年度で制度を打ち切りにする

ということは考えにくいと感じている。2点目の観光看板については、既存の看板が設

置後かなりの年数が経過しており、不測の事態も想定されることから撤去するもので

ある。新たな看板等を設置するかどうかは、今後、関係者からの意見を聞いたうえで
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検討していきたいと考えている。 

【竹内(靖)委員】 

  今回の資料は、スタイルを変えるなど工夫しており、例年よりも分かり易いものに

なっていると感じている。要望として、これにもう 1 項目加えていただき、昨年度と

の対比が記載されれば、より中郷区の予算の流れが掴めるのではないかと思っている。 

【木村所長】 

  貴重な意見をいただいた。来年度は、今ほどの意見も含め更に分かり易い資料にな

るよう考えていきたい。 

【竹内(昭)委員】 

  資料には記載されていない事業だが、岡川地内のため池工事の進捗状況や今後の管

理などについてお聞かせいただきたい。 

【総務Ｇ丸山(信)班長】 

  工事自体は昨年度で概ね終了しており、現在は整備を含めた最終段階となっている。

実質的な管理については、今年度中に農林水産整備課から板倉区総合事務所に移管さ

れる予定であり、ため池が本稼働するのは次年度からになる見込みである。 

【高橋会長】 

  防衛調整交付金は、どの事業に充てられているのか。 

【小嶋次長】 

  今年度における同交付金の収入は 43,000千円を見込んでおり、事業としては項目の

15番「除雪費」のうち、車道用のロータリ除雪車の購入と、項目の 16番「消融雪施設

管理費」の消雪パイプ更新にそれぞれ充てられることになる。 

【木村所長】 

  いずれの事業においても、同交付金のみで全て賄えるものではないことから、あく

まで事業費の一部に充てられているということでご理解いただきたい。 

【岡田(龍)委員】 

  昨年度と比較して、中郷区全体としての予算は増えているのか、それとも減ってい

るのか。 

【木村所長】 

  資料に記載されている事業は、施設の維持管理費などが主なものとなっていること

から、増減については一概に申し上げられないところである。 
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【高橋会長】 

  皆さん、他に何か質問、意見等はあるか。 

－全委員なし－ 

【高橋会長】 

  特になければ、報告事項（１）の「平成 30年度中郷区の主な事業について」は、こ

れで閉じることとする。 

【高橋会長】 

次に、協議事項（１）の「自主審議事項について」 

昨年度に引き続き「二本木駅を核とした地域活性化について」協議する。前回の地

域協議会では、活動報告会における意見交換の発言内容を基に、今後の進め方等につ

いて皆さんから協議いただいたところである。これを踏まえ、今年度における取組方

針やスケジュール等の案について事務局の説明を求める。 

【総務Ｇ丸山(良)班長】 

  ・資料№2に基づき説明 

【高橋会長】 

 今ほどの説明について質問・意見等を求める。 

【竹内(靖)委員】 

   意見書の内容については、あまり具体的なことには触れずに、あくまで基金の使途

としてトイレの改修を考えている程度に留めておけばよいのか。 

【木村所長】 

   実際に動き出し、どのようなトイレにするかという時点になったら、改めて委員の

皆さんの意見を聞きながら進めていけば、経費等もおのずと明確になってくる。この

ため、意見書の内容としては、基金を使ったトイレの改修について要望していただけ

ればよいのではないかと考えている。 

【竹内(靖)委員】 

   周辺の整備も含め、できるだけ住民の意見を組み入れた内容にしていければと考え

ている。そうでないと、何のために基金を投入していくのかわからなくなってしまう。

トイレの改修のみ行えばよいなどという根本的な履き違えのないようにしていかなけ

ればならない。また、意見書が通ってからの新たなプロジェクトも引き続き考えてい

く必要があるのではないかと感じている。 
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【坂田委員】 

   意見書を出す前に、商工会や観光協会など関連する団体の意見を集約してはどうか。

そもそも、二本木駅周辺の環境整備の一つとして、トイレの改修が位置づけられてい

る。このようなことからも、皆さんの考えを聞いておくことも必要ではないか。 

【陸川委員】 

   今の段階では、そこまで考える必要はないのではないか。意見書は、主にトイレの

改修をはじめ、周辺の整備を併せて行っていきたい旨の内容でよいのではないかと思

う。回答があった後、関係団体などの意見を吸い上げた形で市の担当者と意見交換し

ていけばよいのではないか。 

【高橋会長】 

   いろいろと意見等をいただいたところではあるが、概ね今年度はこのスケジュール

に沿って進めていくことでよいか。 

－全委員賛同－ 

【高橋会長】 

   全委員より賛同いただいたので、今年度はこのように進めていくことにする。なお、

来月 1 日に開催される町内会長連絡会議においては、町内会長に対し私からその旨話

をしたい。 

【高橋会長】 

  皆さん、他に何か質問、意見等はあるか。 

－全委員なし－ 

【高橋会長】 

  特になければ、協議事項（１）の「自主審議事項について」は、これで閉じること

とする。 

続いて「その他」に移るが、事務局何かあるか。 

【総務Ｇ藤井主事】 

・地域活動支援事業の募集状況について報告 

【高橋会長】 

   委員の皆さんから、何かあるか。 

【陸川委員】 

   1 点お聞きしたいのだが、道路に設置されているカーブミラーは何処で管理をして
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いるのか。 

【小嶋次長】 

   主に市が設置、管理している。 

【陸川委員】 

江端地内でミラーを設置しないと危険と思われる箇所があるため、新たに設置をし

ていただければと思っている。 

【小嶋次長】 

現地の状況を確認のうえ、適切に対応させていただく。 

【高橋会長】 

他に発言がないため、これをもって、本日の会議を終了する。 

次回は、５月６日(日)午後１時３０分から、「はーとぴあ中郷」で地域活動支援事業

のプレゼンテーションを行うこととする。 

(終了 午後６時５５分) 

９ 問合せ先 

中郷区総合事務所 総務･地域振興グループ 

TEL：0255-74-2411（内線 165） 

E-mail：nakago-soumu.g＠city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

 


